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から 50年ぶりに初めて、大韓民間{以下 r.~u訂ï，1Jと 11浴記]と朝鮮民主主義人民共和lIil [以下1)1日nltlJと
111計三}との 11\jで和解と協力を尖現するìIlJîWJ的な rIJFí~UtljîJ '~f[jJ が発表された。この iお北合j誌を't:.み 11\ し
た金大Ij l 税同大統領の、[ì:議訪問に応え、 Jt 1'11 1E1の金容~};~朝鮮労働党己が去る 9FJ にソウルを訪問、
1I総合記のソウル訪n日を市北共liJ報道文で隊約し、いまや両r..IHUにl架実な信頼関係が築かれつつあるヘ
またi附.1山刈，好，ji






牲となり説を私立み illねてきたかを思う H寺、目前に Ji'~IJ討する新しいお態を祝許可し、また rj十;j;1と共同パ」に
峰られた合志:実現の速やかならんことを願うだけでは充分ではない。 朝鮮半ぬの地域研究をその現代史に









































































































































































































過激な派閥闘争だった。 前述したコミンテルンからの資金をめぐって「上jlJi派j と「イルクーツク派j と
いう 2つの派協が流血の劉争を演じたことに始まり、それらの命IJ)~を受け継ぐ「ソウル派j 、「火脱会派J 、
fM. L派J、そして[12js:から移動して米た「北}!ftl派j 等と呼ばれるさまざまな派i泌が、その迎動の主導権
をめぐってがi民地下のiQJff.¥'(:内で、闘争を繰り広げた則。
コミンテ/ルレンも 1928.1年ドにl出封したいわゆる f 汀12)月Jテ一ゼJで、}iQ.打問昨l1、
でで、、朝鮮人共産主義者たちにはこれが解党の指令だと受け収られた問。それは解党の指令でこそなかった
ものの、実際にコミンテルンが派閥闘争をJI日rlJに朝鮮共産党をその支部として取りiうしたのは、それほど
















































として創設されたじjt~~J f(!J五道行政局j についても、 f局長たちは朝鮮人j だが f彼らの横には地方人民
66 
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t守 LJ~
委員会の上場合とI，J様、 ソ辿t市iド{代去奇部1がi設;没支i悶&況f立{されてし、リJた(側3却淵O印)
第 l節 共成党組織のi南将北分1宣虫L : 
ソ述"Ifは1945:I!'-12J tnには北朝鮮地域に存在する行政1準決!をほぼ完全に'字挺していただけでなく、そ
の LJえも Wi'iりとする共産主義勢力についてもほぼ正確に情報をつかんで、いた。前述の前官報告書では r~ヒ朝
鮮館内で共産党の党員数は、近年12 n 1 IJHI:、資料によれば4，500名に述する。この党中央委員会は、
ソウルにある。北朝鮮領内では北和鮮社['l'tの11央委員会組織防が、党の活動を指導するJとされていた山。





説I旬別q引jしていた o r [ 945"1: 8 ~ 9 )J 1¥1に}W日灯では、キト)!J.永を内政fとするの"1央委民会を持つ共I1主党の組
織的なおIJ主liが完結した。 HJ北朝鮮にいろいろな政治f内状況が造成され、fI，.;i北i:UJm:rカ'381主総で、急激に分断さ
れて対立するや、北朝f[!.'(:の共Rí~j}t諸卜Jj体は、朝鮮共産党"1央委民会に IJI1従する 101 らの党指導部を組織する
地なかった。 彼らは北朝鮮の諮党以|体を指導する組織防を創建したが、この組織guが村、道永を)守政Eとする
朝鮮J t- j!:tÆ'};~~lll央委日会に服従しようと捉議した。 J (:l2) 
こうして 1945lr': 1 OFJ 1311、、ji.壌で f北朝鮮共pn党代表弁大会Jが聞かれ、ここで「代表者大会は朴返
永の政治路線を:支持・賛同しながら朴志永が指導するソウルにある朝鮮共産党rl央委員会を示認した。j
そして「代表者大会は北朝鮮で共政党中央委民会組織品を選出することを決定しJ、"1央委民会第一秘市
に金持範を選出したが、「し、くらも経たないでJ念日成を r!Jl央委討会組織局班、，1J とした (~.t)) 。
もちろんこの一述の変化の背後でソ述Ylfが金1成を政)，誌の11心に押しIUす政治操作を行っていたこと
は、ぢうまでもない。fIf.r 1成はソ迎合æli}~のハバロフスク北方にあるビエツク村で f第88特別独立11l翠旅 l、JIJ
に所1iJ'Lit 1大隊長としてソ辿市大闘の資栴で訓練を受ける1'、ソ述)!(の対日参戦にfl"l、その満州、i・i;UJf[!:]
地域への侵攻を後追いする Jfjでコiじ i:VJf!\~の元 111へ 1945{lô 9J]19日に帰還した (;H)。そして!日J1[':]on 1411に
r Jill í守 'il({Ø~;臣、v壊íIi民大会j で、民衆のi'jÎj にデヴューした彼が、ソ述~，!(の全Tílî的な後-Iljl しを受けて北朝鮮の
政同に ~llÍり 11\、ソ述tlfの現地政策執行者として活動を始めたのである。
'1'11寺の政治抗導者に対するソ述"IfのiWflliは「現イ1:、北i訪日(1，下に仔千1:するよ己主;主義的氏政幹部1'で肢も人気







この会議ではまず、手ト;ぷ永の指導に対してrJJ~JI'央は党史 i二、類例がないほど irt!詩的で、1' 1 派小心にUf ll洛
を ~JJ としており、幹部選出も n派小心で諸政治問題において 1!1.~能を提訴している J とする強ヌ!~な批判がJI~
び1¥した(3九そしてキト志永が前述した r8 FJテーゼj でn派を ril'il、iれj と1総えた党史の!日1認が挙諭さ
れ、キト;ぷ永を擁護する1WJと、日米に非難する{IWとで激しい論争が2FII¥Jにわたりが品、た。
このi小ドIで、永登i打浦!I市i日地l区玄の共1注在主:党f総:]肘l
た党路線が論;議義された O この路綿とは、 [945年12JJに米英ソ三IEI外相がモスクワで、決定した戦後処型Hを
市北朝鮮労働党の研究(ー}労働党のIyij北分¥1: 67 























労働党の市北分立には、ヨ11次米ソ共同委日会の1)可能と前後する 1946"1:2 J8 1、金l日IJ成戊をi悶Y可{巧班fとす
る r-!北七U訂!1将朝:v引l鮮i臨日話陥臨16刊l
?引社!上:会杭?済汚f的!内甘な改J爪l'作tに{が断f行tされたという7背守;民;止f切カが1あつた O この北i1lJ日f洋地域をi十Ji;)J日洋地域 f解放Jのための ffi
命恨拠地Jにするという、後1r民主1μ出j路線と通称された運動は、 1946"F3月には朴志永がその演説
で主張したところから見てし11)、ソ述"1(とけj北朝f(lf:の共路党組織が既定方針としていたものとミ与えられる。








まず第 l次米ソ共同委員会が失敗に帰した後、 1946"j: 7 )jド旬から末にかけてソ述本1mから朴志永と
金日成を秘筏実にそスクワへ:jfl諮する指令がわい、た。のちに共和問初代大使となるシュテイコフ1'将と政
治将校のレベジェフ、ロマネンコjilj少将、そしてソウルから米たシャプシンらが問時するI11、スターリン
は I~I 分の布横に念日成、 Jí:燃にキトi芯永を!ぶらせた。そして金 u成には北í;î}]鮮地域の fソヴェト化政策を if-
68 











































首相 日運亨、副首都1A;I、退永、削首相 金宅舶、外1'1 ;言、内務材i金l二i成、

























(3) 2000"F 8月22日に第101'耳目!出向交正常化交渉が再開し、納民地支配の清算や日本人 f.bl:致JI¥B認を
めぐって交渉がねばり強く続けられている。






と明快に述べた。朴IV]林?隣同戦争判 勃号室斗 起淑(朝鮮戦争の勃発と起源) I f起源斗 保弘i
(起源とjボIlmJ、ソウル、総雨ILI)板、 1997年、 p.889
70 J集 、，'~・，n~ l.:J. 
(6)この規定については次を参照されたい。森諮'心( fトウモロコシ十金正uー トロケット学北朝Jf.iJJ えー
じえっく・れぽーと1Vol.l8 (金沢、北1i7，~JJi~U本海経済交流促進協議会、 1998"1'12月)、 pp.12-13
(7) I.大の詳細な諮問究が当時の{J;:1成による活動の全容をか;えている。詐取祭 1成 燥像と実像 そ
のお'L1二l式装i却す日東京、 n11社、 1988"f。和11'{討を!ヨ;:1成と満州抗!こPi境i'1 東京、平凡社、 1992
"1:。林i淫;金日成て]J1J成立秘史一金日成正伝- w京、 n1"社、 1992作。
(8)本研究で参照する資料については、 J五〈稿枚数の関係，.、 id終Uilの本稿末誌に一括して払jげ、研究動向
の紹介に代える。
(9)その典裂はかつての党員で転向した{Jf:T*j f[l'i氏で、ある。彼は根拠を示さずに I持労党に朝鮮戦争の t~i'任が
あるという主張を行っている。令指航行ネj努然研究jソウル、トルベゲ、 1984{]'.oliJ fi$j持拡J研
究資料集 tfi1 ~ I ill、ソウル、 I句麗大型校ilE刻lIi1E問題研究所、 1974{j.:。反共主義の立場からの研
究は数多い。方仁}I/北斡「朝鮮労動常J~ 形成斗 務保(北jiJ山下「朝鮮労働党Jの形成と発出)
ソウル、向Jt立大)j}¥1剣 E務I.lEIHil研究所、 1967作。金引山1I 或l戦争斗 持動京i慌1告(朝鮮戦争と労
働党のi践的)1 1983{1:。近年のi廷れた研究としては次があげられる。学館前:朝鮮努政J¥;{(研究;ソウ
ル、庶民:批評社、 1995年。徐{ljlfu見附現代氏族主l!JiJ研究iソウル、阪a批評社、 1998'rfo 




(付12幻)朝[鮮(.(f的鮮((呼)下f研究苦者f として幸手坑者~千f幸字名台守;なカミンクグ寺スは、 術教に j，~づく家 IÍ主主義的な教育が朝鮮人たちに 1j1'i え付ける
「徳Jについてli"li床深く論じている。 BruceCumings， Korea 's P!ace in the Sun : A Modern 
History (New Yor、k&ιLondon: W.W.Norton & Company， 1997)， pp.58-60. 
(13)この間の'J十Ii'iについては、 Dae-sookSuh， The Konθan Communist Movement 1918-1948 (徐大
iM幸子羽ff.il共義迎動史19 1 8 -1 948J]金進訳、東京、コリア評論争1:、1970作、 pp.4-51.)





IJ~8 月ア汀)J レーニン全集 XXXI、東京、大月 i!?山、 1963"F、pp.234-237.
(15) r (前1的多くの朝鮮人たちは、少なくとも部分的には、民依主義的な熱'lI'iの結果としてj毛皮主義許
になった。のちに筋金入りの共l家主義者になった彼らの多くは、朝鮮独立のI1椋がそれによってiはち
ょく達成されるだろうという信念で共成主義IW常に加わった。JChong-sik Lee， The Po!itics of 
Korean Nationa!ism (Berlくe1ey& Los Ange1es : University of California Press， 1965)， p.ix 
(16)朝鮮共政主義運動では「ある共政主義i者が共}1主主義をより信楽しているのか、それとも民族主義をも
っと奉じているのか、を IEI治iに決定することは~I:常に凶器l'だj という訟111mが!之さhている。 Ibid.p.x
(17)無タイトル n翁獲文 RealGroup 242， Shipping Advice No .2005， Box No.7， Item NO.67. 
(18)朴返永は「我が党員たちをしてマルクス レーニン主義で武装させ、民主主義的愛l去しも1必の強烈な所
信託とさせることは、党の思想政治教長引業の基本問題であり、党の符1i~扇動事業の 11 I 心;r~~!業ですj
と述べて、共}主主義と民族主義の二つを抜列的に問題設定した。朴志永 f法上i量判 忠也l政治教詫'J
業強化斗 :時|羽 tfi~号~ ilU!業(党員たちの出、惣政治教主記事業強化と諸党団体の課業)J (l949"1: 12日
尚北朝鮮労働党の研究(一)労働党の南北分立
17 [1，'0動祇rJ l央委H~吋l 刈[労働党中央委員会で]) 1949{r: 12Jj 15日半司 12)J 18日弁スl 喧喧






ちとおこなった談話-J (1966{1'.10J二J1611) チュチュjE恕についてJ東京、雄1I1器、 1978iJ'.、
p.148 
(22)徐大潟、前tl，l}，pp.60-106 
(23) この内符と背妓については次に詳しい。 l~i~SI峻石「朝鮮民民および労働者の任務に|却するテーゼ o垣称
r 12)]テーゼJ)J 朝鮮革命テーゼ一服史的文郎、と解説;東京、拓殖吉岡、 1979iJ'.、 pp.97-113
(24);}1毛布¥J&n;QJf(.t、'fJtj!ì~J立派{[r.~j ソウ lレ、大I;~W\J民社、 1949年。
(25)これはアーレントがスターリンの所業と関連させて符告した「党が全体主義的な発民を泊るJ結栄と
IliJー に見えるが、そのダイナミクスにおいては遥かに!Wの少ない朝鮮にIi'l有な権力志向性が版!大lた、っ
たとJ41われる。 HannahArendt， Elemente und Ursprunge totaJer Hθrrschaft (ハナ・アーレン




(26)この r8)Jテー ゼj は改訂されて 9)]2011に公炎された。引JTJ文はこの改訂版による。朴返永「現情
勢斗今己~.2j 任務(現情勢と我々の任務)J 、金i十i柏、前掲げ市持拡J研究資料集;第 i料、 p.12
(27) r コン・ク守ループj の「コンj とは、 rJt j!j~Jゴ.義者 j を怠i沫する朝鮮話である。なおキト返永自身が













(30)北刺!日下地域に進駐したソ連軍から本間へ1945{1'.12nJ~.1TJ に 11\ された報告書によるが、報告者は特定
できない。 cnPABKA-jJOK刀'AJ 0 刀O刀HTl1LJECKOJ1no.刀O)f{EHJ1EB CEBEPHOJ1 
KOPEE (謝資報 北朝鮮における政治情勢)， pp.I-2 なおこの資料は、科l主IrJlうた日報特別取
材班長(力 II守)の{JJ:Ji~û伴氏から忠送されたものである。ここに改めて感謝の怠を 111 し述べたい。
72 
? ?
.^!?:- J，-.!" i:'-i 主主
(31) 1司ヒ、 pp.2-3
(32) 1946年7Jj;f;;:頃に古かれた執筆好不明のこの資料には全体のタイトルがないので、その記述部分の
ある第2常につけられた小タイトルを掲げる。 2. I70JII1TJ1【IeCKJ1e napTJ1I1 J1 06l1.eCTBeHHble 
OpraHJ13aUI1I1 CeBepHoH KopeI1 (lと!間鮮の政党と社会11体)、 pp.95-96
(33)向上、 p.100.
(34)金賛汀;パルチザン挽歌 会1]成tll!話の崩壊 j東京、御茶の水市民、 1992年、 pp.198，255n ま
たビエツク村で金1成の通訳た、った食成flfの証言にも、!日j様な内容がある。 16.25時 北線軍作戦防
長 命成fq “斗判 読詐" (\;ifJff!.r:戦争J1~'に北朝鮮箪の作戦局長 -d吉成皆“私の誌許")汗削必 [1
1 9901fo 11 n 6 [1、 10TfIT。
(35)前:ttj 1制支報告書 北朝鮮における政治的勢j、p.9.




し、る 11民 jjji;!日な殺n'~j 分派fJ 重bに反対する。そして我々は!日i志的立場から持たちに勧めるに、述や
かに)1J'!を返して"11央の路おi!と朴志永j日j志の指導に服従することを!Jと指弾されていた。?向、f放H報
(角ifz放1報) 1946{1三2FJ6 [1、 1j孫。
(40)前兆，jIljl央 泣 地方ItiJ志 I1節目i1!;懇談??合議録JfiWlf.¥'i:共産2注文fil:資料集Jpp.167-168. 




(43)以下は主に次の資料による。「判l包叫17ト司忍喧 ム受忍Qj [1 成落果I[î.l吋l~ と受忍，金・ i'ト
旦ム三五斗豆 長cj rスl.s::.スLiスloJ (ベー lレに覆われていたスターリンの「金日成抜MU の，)~ t，~ 
スターリン、金.i'トをモスクワへ1手び「指導者J指名)J、11央I1報特別収材班総j 説、録・朝鮮民主主
義人民共和隊uソウル、 11央I1報社、 1992年、 pp.327-330.Fλ.1=1主人]l十 音司亙斗(ぷシャプシー
ナ・クリコパ)、 f企司会io:j尋 常持苛ス}アト 社往 時司等(ソ延長の女流目玉史学者が会った朴;蕊永)J
01[ 9.:批評j;j'~25 号(ソウル、服史問題研究所、 199411: lQ明、 pp.184-186.
(44)レベジェフ少将の証言、I)ij払154必録・朝f.(f民主主義人民共和i以上 pp.328-329.
(45)シャプシーナの記録、fJijff，}i)澄史批評.J p.186. 
(46)レベジェフ少将の証言、 Hi付弘司必録・ ilQ]f，下民主主義人民共手IDiUp.329 
(47) EECEJ.1，A TOB.I1.B.CTAJII1HA C I7PABI1TEJIbCTBEHHOf1 J.1，E刀ErAL!，I1Eff KOPEI1CKO白H
APOJ.1，HO-J.1，EMOKPATW.JECKOf1 PECI7YBJII1KI1 BO r刀ABEC I7PEJ.1，CE;且ATEJIEMK 
ABI1HETA MI1HI1CTPOB KHJ.1，P K11M I1P CEHOM 1949.3.5 20:00 (ぺ・ヴ・スターリ
ン同志が金1成内閣総朗を団長とした¥jifJf.vl'民主主義人民共和国政府代表1"と交わした談話)、 p.10.
(48)前:j:tJ1 rjl央 及 地方向志 I1前市懇談合合議録J fifJ鮮共産拡文件資料集jp.154 
(49)金目満「北朝鮮共政指rll央委員合第二次各道笠f~J(部長合議総報告要旨j、太成寿編Qj i&治路
綜及J~;!(卒業締結斗 決定，慌文献集(一)、平壌、正路社出版部、 1946年、 pp.67-68
(50) CEKPET API1AT OT月E刀A日KBK日 (6) NO.80 I 1946/3/16 刀pesJIOAeHHel1TbIKoBa 
OT 7.3.46 NO.2776 
